
１．「標準的なカリキュラム案」とは 

（１）基本的な考え 
○ 「生活者としての外国人」に対する日本語教育は，対話による相互理解の促進及びコミュニケ

ーション力の向上を図り，「生活者としての外国人」が日本語を用いて社会生活へ参加できるよう

になることを目指している。「標準的なカリキュラム案」は，その日本語教育の具体的な内容やプ

ログラムを検討・作成する際の基となるものである。 
 
○ 標準的なカリキュラム案が示す内容はあくまでも「標準的な内容」であり，各地域で日本語教

育を行う際は，標準的なカリキュラム案に工夫を加え，地域の実情や外国人の状況に応じたプロ

グラムを編成することが必要である。 
 
（２）内容 
○ 生活の基盤を形成する上で必要不可欠であると考えられる生活上の行為の事例，そこで必要と

なる日本語学習の項目・要素，関連する社会・文化的な情報などから構成されている。 
 

○ 具体的には，「来日間もない外国人が生活上の基盤を形成するために必要であると思われるも

の」として，「生活者としての外国人」が日本語で行うことが期待される「生活上の行為の事例」

と「生活上の行為の事例に対応する学習項目の要素（能力記述，場面，やり取りの例，機能，文

法，語彙，４技能）」，「生活上の行為を行う上で必要となる社会・文化的情報（地震や台風，電

気・ガス・水道の使用開始に関する手続きなどの情報）」を取り上げている。 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

カリキュラム案で扱う生活上の行為 

Ⅰ 健康・安全に暮らす（大分類） 

０１ 健康を保つ（中分類） 

（０１）医療機関で治療を受ける（小分類） 

（０２）薬を利用する 

（０３）健康に気を付ける 

０２ 安全を守る 

（０４）事故に備え，対応する 

（０５）災害に備え，対応する 

Ⅱ 住居を確保・維持する 

０３ 住居を確保する 

（０６）住居を確保する 

０４ 住環境を整える 

（０７）住居を管理する 

Ⅲ 消費活動を行う 

０５ 物品購入・サービスを利用する 

（０８）物品購入・サービスを利用する 

０６ お金を管理する 

（０９）金融機関を利用する 

Ⅳ 目的地に移動する 

０７ 公共交通機関を利用する 

（１０）電車，バス，飛行機，船等を利用する 

（１１）タクシーを利用する 

０８ 自力で移動する 

（１２）徒歩で移動する 

 

Ⅶ 人とかかわる 

１４ 他者との関係を円滑にする 

（３１）人と付き合う 

Ⅷ 社会の一員となる 

１５ 地域・社会のルール・マナーを守る 

（３３）住民としての手続をする 

（３４）住民としてのマナーを守る 

１６ 地域社会に参加する 

（３５）地域社会に参加する 

Ⅸ 自身を豊かにする 

２０ 余暇を楽しむ 

（４４）余暇を楽しむ 

Ⅹ 情報を収集・発信する 

２１ 通信する 

（４５）郵便・宅配便を利用する 

（４６）インターネットを利用する 

（４７）電話・ファクシミリを利用する 

 ２２ マスメディアを利用する 

  （４８）マスメディア等を利用する 
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（３）想定している利用者 
○ 各都道府県，市町村における日本語教育担当者等，各地域において日本語教育のコーディネー

ター的役割を果たす人に活用されることを想定している。そのほかにも，各都道府県，市町村に

おいて，日本語教育施策や事業の企画を行う人や，教室活動を行う人などに利用されることを想

定している。 
 
２．日本語教育小委員会における検討とその成果物（５点セット）について 

 

○ 文化庁では，日本語を母語としない住民の日本語学習のニーズが高まっていることを踏まえ，

平成 19 年７月に文化審議会国語分科会に日本語教育小委員会（以下「日本語教育小委員会」とい

う。）を設置し，日本語教育施策に関する検討を行ってきた。 

 

○ 日本語教育小委員会では，まず，日本語教育に関する課題の把握を行い，平成 20 年には「生活者

としての外国人」に対する日本語教育の体制整備及び内容の改善について検討した。そして，平成

21 年１月には「国語分科会日本語教育小委員会における審議について－日本語教育の充実に向けた

体制整備と「生活者としての外国人」に対する日本語教育の内容等の検討－」の取りまとめを行っ

た。 

 

○ その後，平成 21年１月に取りまとめられた「生活者としての外国人」に対する日本語教育の内容

等に基づき，次ページの冊子（５点セット）を作成した。５点セット（カリキュラム案，ガイドブ

ック，教材例集，能力評価，指導力評価）は全て，下の目的・目標に沿って作成されている。また，

必ずしも全てそのまま使うのではなく，必要な部分を選び出し，さらに工夫を加えるなど，地域の

状況に合わせて活用することができる。 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

 

 

 

 
 
 
 

「生活者としての外国人」に対する日本語教育の目的・目標 

言語・文化の相互尊重を前提としながら，「生活者としての外国人」が日本語で意思疎通を

図り，生活できるようになること 

目 的 

○ 日本語を使って，健康かつ安全に生活を送ることができるようにすること 

○ 日本語を使って，自立した生活を送ることができるようにすること 

○ 日本語を使って，相互理解を図り，社会の一員として生活を送ることができるようにする

こと 

○ 日本語を使って，文化的な生活を送ることができるようにすること 

目 標 



 



　　（凡例）

（01） ● 医療機関で治療を受ける

（02） ● 薬を利用する

（03） ● 健康に気を付ける

（04） ● 事故に備え，対応する

（05） ● 災害に備え，対応する

03  住居を確保する （06） ● 住居を確保する

04  住環境を整える （07） ● 住居を管理する

05  物品購入・サービスを利用する （08） ● 物品購入・サービスを利用する

06  お金を管理する （09） ● 金融機関を利用する

（10） ● 電車，バス，飛行機，船等を利用する

（11） ● タクシーを利用する

（12） ● 徒歩で移動する

（13） 自転車を利用する

（14） 車・オートバイ等を使用する

（15） 出産に備える

（16） 出産し育児をする

（17） 家庭で子供を育てる

（18） 地域で子供を育てる

（19） 幼稚園・保育所で教育・保育を受けさせる

（20） 小・中・高等学校で教育を受けさせる

（21） 特別支援教育を受けさせる

（22） 就職活動をする

（23） 労働条件について理解する

（24） 職場の安全を確保する

（25） 個別業務を遂行する

（26） 協働業務を遂行する

（27） 勤務評価に対応する

（28） 職業能力の開発を行う

（29） 事務機器等を利用する

（30） 職場の人間関係を円滑にする

（31） ● 人と付き合う

（32） 異文化を理解する

（33） ● 住民としての手続をする

（34） ● 住民としてのマナーを守る

16  地域社会に参加する （35） ● 地域社会に参加する

（36） 福祉等のサービスを利用する

（37） 社会保険を利用する

18  人生設計をする （38） 生活設計をする

（39） 学習する

（40） 学習を管理する

（41） 学習方法を身に付ける

（42） 日本語を学習する

（43） 日本について理解する

20  余暇を楽しむ （44） ● 余暇を楽しむ

（45） ● 郵便・宅配便を利用する

（46） ● インターネットを利用する

（47） ● 電話・ファクシミリを利用する

22  マスメディアを利用する （48） ● マスメディア等を利用する

Ⅹ  情報を収集・発信する

大分類 中分類

21  通信する

14  他者との関係を円滑にする

17  社会制度を利用する

19  学習する

15  地域・社会のルール・マナーを守る

Ⅰ  健康・安全に暮らす

Ⅱ  住居を確保・維持する

Ⅸ  自身を豊かにする

Ⅴ  子育て・教育を行う

Ⅵ  働く

Ⅶ  人とかかわる

10  子供に教育を受けさせる

Ⅷ  社会の一員となる

11  仕事を探す

12  仕事をする

13  仕事に役立つ能力を高める

１　生活上の行為の分類一覧

01  健康を保つ

02  安全を守る

09  家庭及び地域で子育てをする

      ●： 来日間もない外国人にとって，基本的な生活基盤を形成するために不可欠であると考えられる生活上の行為の小分類，
　　　　　　又は安全にかかわり緊急性がある生活上の行為の小分類のいずれかに該当すると考えられるものを示す。

小分類

08  自力で移動する

Ⅲ  消費活動を行う

Ⅳ  目的地に移動する

07  公共交通機関を利用する
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